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(57)【要約】
【課題】設計レイアウトの自由度が高く、小型で高性能
なファン装置を提供すること。
【解決手段】ロータ部１１の周縁部に複数の羽根１２を
有したファン１３と、ロータ部１１の内方に同軸状に配
置されファン１３を回転させるモータ手段１５と、ファ
ン１３およびモータ手段１５とを収納し、吸気口１６，
１７をファン１３の回転軸１４方向に有するとともに排
気口１８を径方向に有したケーシング２０とを備えた遠
心型のファン装置１０において、吸気口１７近傍のケー
シング２０の一部を当該ケーシング２０の他の外表面部
分２１よりも内方に配置させ、モータ手段１５を搭載す
るためのモータ搭載部３０として形成した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロータ部の周縁部に複数の羽根を有したファンと、
　前記ロータ部の内方に同軸状に配置され前記ファンを回転させるモータ手段と、
　前記ファンおよび前記モータ手段とを収納し、吸気口を前記ファンの回転軸方向に有す
るとともに排気口を前記ファンの径方向に有したケーシングと、
　を備え、
　前記ファンを回転させることにより前記吸気口から吸入した空気を前記排気口に送風す
るファン装置において、
　前記羽根の外周部で形成される、回転軸を中心とした円の直径を示す羽根の長さよりも
前記吸気口の径を短くし、前記吸気口の中心部にあって、前記モータ手段を搭載する前記
ケーシングの一部を当該ケーシングの他の外表面部分よりも内方に配置させ、前記モータ
手段を搭載するためのモータ搭載部として形成し、前記他の外表面部分から前記モータ搭
載部までの当該ケーシングの形状が、前記ファンの回転軸方向の厚さが徐々に小さくなる
ようなテーパ形状であることを特徴とするファン装置。
【請求項２】
　前記モータ手段は、前記ファンの回転を制御する制御用電子部品と当該制御用電子部品
を実装する制御基板とを含み、
　前記モータ搭載部は、複数の切り欠き部若しくは貫通穴を備え、前記制御基板の前記制
御用電子部品を前記切り欠き部若しくは前記貫通穴の近傍に配置したことを特徴とする請
求項１に記載のファン装置。
【請求項３】
　前記モータ手段は、前記ファンの回転を制御する制御用電子部品と当該制御用電子部品
を実装する制御基板とを含み、
　前記モータ搭載部に放熱部材を設けたことを特徴とする請求項１に記載のファン装置。
【請求項４】
　前記モータ手段は、支持部材を介して前記モータ搭載部に固定されており、当該支持部
材はアルミニウムまたはアルミニウム合金を含む材料にて形成されている
　ことを特徴とする請求項２または３に記載のファン装置。
【請求項５】
　前記ケーシングは、前記制御基板から前記ケーシングの外部に取り出される配線の一部
を収納するための溝部を備えたことを特徴とする請求項４に記載のファン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ファン装置に関し、更に詳しくは、設計レイアウトの自由度が高く、小型
で高性能なファン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ファン装置は、機器駆動時に生じる熱を冷却するために、ＯＡ機器や家電機
器等の各種機器に幅広く使用されている。特にパーソナルコンピュータやサーバ装置では
、処理速度の飛躍的向上に伴い、ＣＰＵチップその他のＬＳＩ等の動作時において発熱量
が増大している。このため、より小型で風量の大きい、高効率のファン装置が求められて
いる。
【０００３】
　このような従来のファン装置の一例として、たとえば、図１２～図１５に示すものが公
知である。ここで、図１２は、従来のファン装置を示す断面図であり、後述する図１３の
Ｄ－Ｄ断面図である。また、図１３は、従来のファン装置を示す底面図、図１４は、ケー
ブル固定部近傍を示す断面図、図１５は、図１４のＥ－Ｅ断面におけるケーブル固定部を
示す断面図である。なお、図中の符号Ｆを付した矢印は、空気の流れを模式的に示したも
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のである。
【０００４】
　図１２～図１４に示すように、従来の遠心型のファン装置１００は、ロータ部１１の周
縁部に複数の羽根１２を有したファン１３と、ロータ部１１の内方に同軸状に配置され、
ファン１３を回転させるモータ手段１５と、ファン１３およびモータ手段１５とを収納し
、吸気口１６，１７をファン１３の回転軸方向に有するとともに排気口１８をファン１３
の径方向に有したケーシング２０とを備え、ファン１３を回転させることにより吸気口１
６，１７から吸入した空気を排気口１８に送風するものである。
【０００５】
　ファン１３のロータ部１１は、天面部１１ａと側面部１１ｂとからなる円筒状に形成さ
れている。ケーシング２０の穴２０ａは、ケーシング２０をプリント基板４２等にねじで
固定するために設けた穴である。
【０００６】
　また、ファン１３は、モータ手段１５のロータ部１１として形成されている。すなわち
、ファン１３のロータ部１１は、天面部１１ａの内壁中心部から回転軸（モータ手段）１
４が垂設され、側面部１１ｂの内周面にマグネット（モータ手段）２２を備えている。な
お、回転軸１４は、金属で形成されている。
【０００７】
　また、モータ手段１５のステータ部は、上記回転軸１４を回転自在に支持する軸受（モ
ータ手段）２３と、この軸受２３を支持し、後述するモータ搭載部１３０に固定する支持
部材（モータ手段）２４と、駆動電流等を制御する制御ＩＣ２６を実装した制御基板２７
と、制御基板２７に固定されたコイル２５とを備える。
【０００８】
　また、モータ搭載部１３０は、モータ手段１５を搭載するために形成されたものである
。このモータ搭載部１３０は、吸気口１７近傍のケーシング２０の底面の一部を当該ケー
シング２０の他の外表面部分２１よりも外方（下方）に突出して配置されている。また、
このモータ搭載部１３０は、３本～４本のリブ１３１によって吸気口１７の開口周縁部と
接続されている。
【０００９】
　また、図１２～図１５に示すように、制御基板２７からのケーブル４０は、ケーシング
２０の外表面（底面）に沿わせてケーシング２０の外部に引き出され、プリント基板４２
上のコネクタ４１と接続されている。
【００１０】
　なお、関連する従来技術として、上記モータ搭載部１３０に相当する部分が、ケーシン
グの他の外表面部分から外方（下方）に突出していないタイプのものも公知である（たと
えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００４－５２７３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　発熱量の大きい装置やＬＳＩを冷却するには、大きなサイズのファン装置が必要となっ
てきている。特に、上記図示例にて説明した従来技術にあっては、モータ搭載部１３０が
ケーシング２０の他の外表面部分２１よりも外方（下方）に突出して配置されているので
、モータ搭載部１３０下方に風路スペースを十分に確保できなかった。このため、更に装
置レイアウトや実装の自由度が減り、また装置の大型化にもつながっていた。
【００１３】
　この発明は、上記に鑑みてなされたものであって、設計レイアウトの自由度が高く、小
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型で高性能なファン装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、この発明は、ロータ部の周縁部に複数
の羽根を有したファンと、前記ロータ部の内方に同軸状に配置され前記ファンを回転させ
るモータ手段と、前記ファンおよび前記モータ手段とを収納し、吸気口を前記ファンの回
転軸方向に有するとともに排気口を前記ファンの径方向に有したケーシングと、を備え、
前記ファンを回転させることにより前記吸気口から吸入した空気を前記排気口に送風する
遠心型のファン装置において、前記羽根の外周部で形成される、回転軸を中心とした円の
直径を示す羽根の長さよりも前記吸気口の径を短くし、前記吸気口の中心部にあって、前
記モータ手段を搭載する前記ケーシングの一部を当該ケーシングの他の外表面部分よりも
内方に配置させ、前記モータ手段を搭載するためのモータ搭載部として形成し、前記他の
外表面部分から前記モータ搭載部までの当該ケーシングの形状が、前記ファンの回転軸方
向の厚さが徐々に小さくなるようなテーパ形状であることを特徴とするものである。
【００１５】
　また、この発明は、前記モータ手段は、前記ファンの回転を制御する制御用電子部品と
当該制御用電子部品を実装する制御基板とを含み、前記モータ搭載部は、複数の切り欠き
部若しくは貫通穴を備え、前記制御基板の前記制御用電子部品を前記切り欠き部若しくは
前記貫通穴の近傍に配置したことを特徴とするものである。
【００１６】
　また、この発明は、前記モータ手段は、前記ファンの回転を制御する制御用電子部品と
当該制御用電子部品を実装する制御基板とを含み、前記モータ搭載部に放熱部材を設けた
ことを特徴とするものである。
【００１７】
　また、この発明は、前記モータ手段は、支持部材を介して前記モータ搭載部に固定され
ており、当該支持部材はアルミニウムまたはアルミニウム合金を含む材料にて形成されて
いることを特徴とするものである。
【００１８】
　また、この発明は、前記ケーシングは、前記制御基板から前記ケーシングの外部に取り
出される配線の一部を収納するための溝部を備えたことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１９】
　この発明によれば、モータ搭載部を、ケーシングの他の外表面部分よりも内方に配置さ
せたので、モータ搭載部下方に従来よりも風路スペースを十分に確保することができ、小
型で高性能なファン装置を提供することができる。
【００２０】
　また、この発明によれば、切り欠き部若しくは貫通穴を通過した吸入空気が制御基板の
制御用電子部品に当たり易くなり、当該制御用電子部品の放熱を更に促進することができ
る。また、切り欠き部若しくは貫通穴を通過した吸入空気によって、モータ手段の他の構
成部品に対しても放熱を促進することができる。
【００２１】
　また、この発明によれば、吸気口からの吸入空気が放熱部材に当たり、モータ搭載部に
搭載されたモータ手段の放熱、特に制御用電子部品の放熱を促進することができる。
【００２２】
　また、この発明によれば、モータ手段で発生する熱が支持部材を介してモータ搭載部に
伝導し易くなり、このモータ搭載部からの放熱を促進することができる。
【００２３】
　また、この発明によれば、配線の位置決め作業が容易になり、溝部に収納された配線を
固定する場合にもその作業が容易になるので、装置の組立性が向上する。
【図面の簡単な説明】
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【００２４】
【図１】図１は、この発明の実施例１に係るファン装置を示す断面図である。
【図２】図２は、ファン装置を示す底面図である。
【図３】図３は、ファン装置の内部を示す平面図である。
【図４】図４は、ケーブル固定部近傍を示す断面図である。
【図５】図５は、図４のＢ－Ｂ断面におけるケーブル固定部を示す断面図である。
【図６】図６は、この発明の実施例２に係るファン装置を示す断面図である。
【図７】図７は、この発明の実施例３に係るファン装置を示す断面図である。
【図８】図８は、ファン装置を示す底面図である。
【図９】図９は、多数の丸穴を設けたモータ搭載部を示す底面図である。
【図１０】図１０は、この発明の実施例４に係るファン装置を示す断面図である。
【図１１】図１１は、ファン装置を示す底面図である。
【図１２】図１２は、従来のファン装置を示す断面図である。
【図１３】図１３は、従来のファン装置を示す底面図である。
【図１４】図１４は、ケーブル固定部近傍を示す断面図である。
【図１５】図１５は、図１４のＥ－Ｅ断面におけるケーブル固定部を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下に、この発明にかかるファン装置の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。なお
、この実施例によりこの発明が限定されるものではない。また、以下の説明において、す
でに説明した部材と同一もしくは相当する部材には、同一の符号を付して重複説明を省略
または簡略化する。
【実施例１】
【００２６】
　図１は、この発明の実施例１に係るファン装置を示す断面図であり、後述する図２のＡ
－Ａ断面図である。また、図２は、ファン装置を示す底面図、図３は、ファン装置の内部
を示す平面図、図４は、ケーブル固定部近傍を示す断面図、図５は、図４のＢ－Ｂ断面に
おけるケーブル固定部を示す断面図である。
【００２７】
　なお、図中の符号Ｆを付した矢印は、空気の流れを模式的に示したものである。また、
図３中における黒塗りの矢印は、後述するファン１３の回転方向を示している。
【００２８】
　図１～図４に示すように、遠心型のファン装置１０は、ロータ部１１の周縁部に複数の
羽根１２を有したファン１３と、ロータ部１１の内方に同軸状に配置され、ファン１３を
回転させるモータ手段１５と、ファン１３およびモータ手段１５とを収納し、吸気口１６
，１７をファン１３の回転軸方向に有するとともに排気口１８をファン１３の径方向に有
したケーシング２０とを備え、ファン１３を回転させることにより吸気口１６，１７から
吸入した空気を排気口１８に送風するものである。
【００２９】
　ファン１３のロータ部１１は、天面部１１ａと側面部１１ｂとからなる円筒状に形成さ
れている。このロータ部１１と側面部１１ｂに設けられた羽根１２とは、たとえば、合成
樹脂にて一体的に形成されている。
【００３０】
　また、ケーシング２０は、たとえばアルミニウムやその合金等により形成されているが
、合成樹脂にて形成することもできる。
【００３１】
　また、制御基板２７は、吸気口１７から吸気される空気が制御ＩＣ２６に当たって放熱
し易くなるように、制御ＩＣ２６の実装面が下向きとなるように支持部材２４に固定され
ている。
【００３２】
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　また、上記支持部材２４は、たとえばアルミニウムやその合金等、熱伝導性の高い材料
にて形成されている。これにより、ファン１３の回転によって発生する軸受２３の摩擦熱
や、制御基板２７を介して伝わる制御ＩＣ２６の熱およびコイル２５で発生する熱等が、
この支持部材２４を介してモータ搭載部３０に伝導し放熱され易くなるとともに、吸気口
１７から吸入される空気によって冷却され易くなる。
【００３３】
　また、モータ搭載部３０は、吸気口１７近傍のケーシング２０の底面の一部を当該ケー
シング２０の他の外表面部分２１よりも内方に配置させ、モータ手段１５を搭載するため
に形成されたものである。また、このモータ搭載部３０は、３本～４本のリブ３１によっ
て吸気口１７の開口周縁部と接続されている。本実施例１では、リブ３１は放射状に配置
されているが、配置はこれに限定されない。
【００３４】
　モータ搭載部３０をこのように形成することで、モータ搭載部３０下方に従来よりも風
路スペースを確保でき、モータ手段１５に供給される風量が増加するため、モータ手段１
５の冷却効率を向上することができる。
【００３５】
　したがって、モータ手段１５の許容温度に余裕ができ、モータ手段１５の回転数を上昇
させることができるため、ファン装置１０の風量を増加させることができる。
【００３６】
　また、モータ搭載部３０を上記のように形成することで、モータ搭載部３０下方に従来
よりも風路スペースを確保できるので、プリント基板４２上に配置される図示しない部品
の実装エリアを拡大することができ、設計レイアウトの自由度を増加することができる。
【００３７】
　また、図２、図４および図５に示すように、ケーシング２０は、制御基板２７からケー
シング２０の外部に取り出されるケーブル（配線）４０の一部を収納するための溝部５０
を備えている。すなわち、この溝部５０にケーブル４０の一部を嵌め込んで収納し、接着
テープや接着剤等で固定する。
【００３８】
　これにより、ケーブル４０の取り付け位置への位置決め作業が容易になり、溝部５０に
収納されたケーブル４０を接着固定する場合にもその作業が容易になるので、装置の組立
性が向上する。
【００３９】
　また、ケーブル４０を上記のように固定することにより、ケーブル４０の撓みを抑制す
ることができるので、撓んだケーブル４０が回転しているファン１３に接触し、ケーブル
４０の絶縁被覆が破損したり、断線したりするのを抑制することができる。
【００４０】
　以上のように、この実施例１に係るファン装置１０によれば、モータ搭載部３を、ケー
シング２０の他の外表面部分２１よりも内方に配置させたので、モータ搭載部３０下方に
従来よりも風路スペースを十分に確保することができ、小型で高性能なファン装置１０を
提供することができる。
【実施例２】
【００４１】
　図６は、この発明の実施例２に係るファン装置を示す断面図である。図６に示すように
、本実施例２は、上記実施例１の構成において、モータ手段１５の高さおよびロータ部１
１の高さを更に低くしたものである。
【００４２】
　上記実施例１において説明したように、モータ搭載部３０下方に従来よりも風路スペー
スを確保でき、モータ手段１５に供給される風量が増加するため、モータ手段１５の冷却
効率を向上することができるようなった。この結果、モータ手段１５の許容温度に余裕が
でき、モータ手段１５の回転数を上昇させることができるため、ファン装置１０の風量を
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増加させることができるようになった。
【００４３】
　したがって、従来と同一の風量を得ようとする場合、従来よりもモータ手段１５の高さ
およびロータ部１１の高さを更に低くすることができるため、本実施例２ではこれを実施
し、ファン１３上部の吸気口１６の吸気スペースを増大したものである。
【００４４】
　これにより、吸気口１６からの風量が実施例１の場合よりも増大し、モータ手段１５の
冷却効率が更に向上する。なお、その他の構成については、上記実施例１の場合と同様で
あるので、重複説明を省略する。
【００４５】
　以上のように、この実施例２に係るファン装置１０によれば、上記実施例１の場合と同
様の効果を奏するほか、吸気口１６からの風量を更に増大させ、モータ手段１５の冷却効
率を更に向上することができる。
【実施例３】
【００４６】
　図７は、この発明の実施例３に係るファン装置を示す断面図であり、後述する図８のＣ
－Ｃ断面図である。図８は、ファン装置を示す底面図である。
【００４７】
　図７および図８に示すように、本実施例３は、上記実施例２に示した構成において、吸
入空気が通過し易くなるように、モータ搭載部３０に複数（たとえば、４つ）の矩形のス
リット（切り欠き部）６０を設けたものである。
【００４８】
　また、制御基板２７の制御ＩＣ２６は、スリット６０を通過する吸入空気が当たり易く
なるように、スリット６０の近傍に配置してある。なお、その他の構成については、上記
実施例２の場合と同様であるので、重複説明を省略する。
【００４９】
　以上のように、この実施例３に係るファン装置１０によれば、上記実施例２の場合と同
様の効果を奏するほか、スリット６０を通過した吸入空気が制御基板２７の制御ＩＣ２６
に当たり易くなり、当該制御ＩＣ２６の放熱を更に促進することができる。また、スリッ
ト６０を通過した吸入空気によって、軸受２３やコイル２５に対しても放熱を促進するこ
とができる。
【００５０】
　なお、上記実施例３においては、矩形のスリット６０を４つ設けるものとして説明した
が、これに限定されず、たとえば、図９に示すように、多数の丸穴（貫通穴）６２を設け
てもよい。この場合も、上記実施例３と同様の効果を期待できる。ここで、図９は、多数
の丸穴を設けたモータ搭載部を示す底面図である。
【実施例４】
【００５１】
　図１０は、この発明の実施例４に係るファン装置を示す断面図、図１１は、ファン装置
を示す底面図である。図１０および図１１に示すように、本実施例４は、上記実施例２に
示した構成において、モータ搭載部３０の裏面にヒートシンク（放熱部材）７０を設けた
ものである。
【００５２】
　また、上述したように、制御ＩＣ２６が実装された制御基板２７は、熱伝導性の良好な
支持部材２４を介してモータ搭載部３０の近傍に配置してある。なお、その他の構成につ
いては、上記実施例２の場合と同様であるので、重複説明を省略する。
【００５３】
　以上のように、この実施例４に係るファン装置１０によれば、上記実施例２の場合と同
様の効果を奏するほか、吸気口１７からの吸入空気がヒートシンク７０に当たり、モータ
搭載部３０とともに支持部材２４が放熱されるので、支持部材２４を介して制御基板２７
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の制御ＩＣ２６を放熱することができる。
【００５４】
　また、支持部材２４を介して、モータ手段１５の構成部材である軸受２３やコイル２５
に対しても放熱を促進することができる。
【００５５】
　また、汎用的な放熱部材であるヒートシンク７０を用いることにより、モータ手段１５
の放熱構造を安価に構築することができる。
【００５６】
　なお、上記実施例４においては、放熱部材としてヒートシンク７０を設けるものとして
説明したが、これに限定されず、たとえば、リッド、ヒートスプレッダ等の汎用的な放熱
部材を用いてもよい。この場合も、上記実施例４と同様の効果を期待できる。
【００５７】
　また、上記実施例１～４においては、ケーシング２０に吸気口１６を設けるものとして
説明したが、所定の吸入空気量を確保できれば、これに限定されず、たとえば、吸気口１
７のみであってもよい。
【００５８】
　また、上記実施例１～４においては、制御基板２７が固定された支持部材２４をモータ
搭載部３０に固定するものとして説明したが、これに限定されず、支持部材２４を介さず
に制御基板２７を直接、モータ搭載部３０に固定してもよい。
【００５９】
　また、上記実施例１～４においては、リブ３１を３本設けるものとして説明したが、所
定の剛性ないし強度を確保し、吸入空気抵抗の影響を配慮できるのであれば、これに限定
されず、リブ３１の本数を増減してもよい。
【００６０】
（付記１）ロータ部の周縁部に複数の羽根を有したファンと、
前記ロータ部の内方に同軸状に配置され前記ファンを回転させるモータ手段と、
　前記ファンおよび前記モータ手段とを収納し、吸気口を前記ファンの回転軸方向に有す
るとともに排気口を前記ファンの径方向に有したケーシングと、
　を備え、
　前記ファンを回転させることにより前記吸気口から吸入した空気を前記排気口に送風す
るファン装置において、
　前記吸気口近傍の前記ケーシングの一部を当該ケーシングの他の外表面部分よりも内方
に配置させ、前記モータ手段を搭載するためのモータ搭載部として形成したことを特徴と
するファン装置。
【００６１】
（付記２）前記モータ手段は、前記ファンの回転を制御する制御用電子部品と当該制御用
電子部品を実装する制御基板とを含み、
　前記モータ搭載部は、複数の切り欠き部若しくは貫通穴を備え、前記制御基板の前記制
御用電子部品を前記切り欠き部若しくは前記貫通穴の近傍に配置したことを特徴とする付
記１に記載のファン装置。
【００６２】
（付記３）前記モータ手段は、前記ファンの回転を制御する制御用電子部品と当該制御用
電子部品を実装する制御基板とを含み、
　前記モータ搭載部に放熱部材を設けたことを特徴とする付記１に記載のファン装置。
【００６３】
（付記４）前記モータ手段は、支持部材を介して前記モータ搭載部に固定されており、当
該支持部材は熱伝導性の高い材料にて形成されていることを特徴とする付記２または３に
記載のファン装置。
【００６４】
（付記５）前記ケーシングは、前記制御基板から前記ケーシングの外部に取り出される配
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【００６５】
（付記６）前記放熱部材は、ヒートシンク、リッド、ヒートスプレッダのうちのいずれか
一つであることを特徴とする付記３に記載のファン装置。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　以上のように、この発明に係るファン装置は、設計レイアウトの自由度が高く、小型で
高性能なファン装置に有用であり、特に、パーソナルコンピュータやサーバ装置に適して
いる。
【符号の説明】
【００６７】
　１０　ファン装置
　１１　ロータ部
　１１ａ　天面部
　１１ｂ　側面部
　１２　羽根
　１３　ファン
　１４　回転軸（モータ手段）
　１５　モータ手段
　１６、１７　吸気口
　１８　排気口
　２０　ケーシング
　２０ａ　穴
　２１　他の外表面部分
　２２　マグネット（モータ手段）
　２３　軸受（モータ手段）
　２４　支持部材（モータ手段）
　２５　コイル（モータ手段）
　２６　制御ＩＣ（制御用電子部品）
　２７　制御基板
　３０　モータ搭載部
　３１　リブ
　４０　ケーブル（配線）
　４１　コネクタ
　４２　プリント基板
　５０　溝部
　６０　スリット（切り欠き部）
　６２　丸穴（貫通穴）
　７０　ヒートシンク（放熱部材）
　Ｆ　空気の流れ
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